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「
 

本
年
度
の
予
算
額
は
表
の
よ
う
に
収
 

益
的
収
入
・
支
出
は
そ
れ
ぞ
れ
四
億
七
 

千
八
百
九
十
九
万
八
千
円
、
対
前
年
度
 

一
・
九
ぐ
ノ
ト
の
減
、
資
本
的
収
人
お
よ
 

び
支
出
で
四
千
八
百
九
十
一
万
円
、
対
 

前
度
二
百
四
十
ハ
ち
ノ
ト
の
増
と
な
っ
て
い
 

歳出 
暫定予算の項目別概要 

（単位】千円） 歳入 

昭
和
六
十
年
度
予
算
も
昨
年
同
様
三
カ
月
間
の
暫
定
予
算
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
 

引
き
続
く
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
昭
和
五
ト
九
年
度
の
赤
字
補
て
ん
額
が
多
い
こ
と
、
国
の
補
助
負
担
率
 

の
引
き
下
げ
に
よ
る
補
助
金
カ
ッ
ト
分
が
、
地
方
交
付
税
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
見
込
み
が
た
た
な
い
こ
 

と
、
ま
た
県
の
財
政
援
助
が
決
定
後
に
今
後
の
財
政
健
全
化
計
画
を
立
て
予
算
編
成
に
取
り
組
み
た
い
な
ど
の
理
 

由
に
よ
り
、
あ
え
て
暫
定
予
算
の
編
成
に
な
り
ま
し
た
。
 

人
件
費
、
光
熱
水
費
な
ど
の
経
常
経
費
と
六
月
ま
で
に
入
札
、
着
工
、
そ
の
補
助
事
業
承
認
申
請
が
行
わ
れ
る
 

工
事
な
ど
を
主
に
総
額
十
六
億
五
千
七
百
四
十
七
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
三
カ
月
間
に
歳
入
財
源
を
適
確
に
把
握
し
、
歳
入
歳
出
予
算
を
健
全
 

化
計
画
に
そ
っ
て
編
成
し
、
六
月
定
例
町
議
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。
予
算
内
容
に
つ
い
て
は
、
八
月
号
で
 

ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
 

「
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暫
定
予
算
（
ざ
ん
て
い
よ
さ
ん
）
 

通
常
予
算
が
年
度
当
初
に
な
ん
 

ら
か
の
理
由
で
成
立
し
な
い
場
合
 

に
調
整
す
る
予
算
。
 

一
定
期
間
の
最
小
限
度
必
要
と
 

さ
れ
る
経
費
に
つ
い
て
計
上
さ
れ
 

本
予
算
が
成
立
し
た
と
き
は
、
そ
 

の
効
力
を
失
い
、
そ
の
支
出
や
債
 

務
の
負
担
は
本
予
算
に
吸
収
さ
れ
 

ま
す
。
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ま
す
。
 

六
十
年
度
に
は
、
手
術
場
の
増
改
築
 

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

本
年
度
の
予
算
額
は
表
の
よ
う
に
収
 

益
的
収
入
お
よ
び
支
出
（
営
業
面
）
で
 

二
億
五
百
七
十
万
四
千
円
、
資
本
的
収
 

入
お
よ
び
支
出
（
施
設
経
営
面
）
の
収
 

人
で
一
千
三
十
六
万
九
千
円
、
支
出
で
 

一
千
九
百
九
万
四
千
円
を
計
L
し
て
い
 

ま
す
。
 

こ
れ
を
対
年
度
と
比
べ
て
み
ま
す
と
 

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
で
、
そ
れ
ぞ
 

れ
二
・
一
戸
ト
の
増
、
資
本
的
収
人
お
 

よ
び
支
出
で
は
、
収
入
で
七
十
三
・
四
 

ダ
ト
、
支
出
で
五
十
五
・
六
‘
r

の
減
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
度
は
、
L

野
地
区
取
 

水
施
設
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
 

よ
る
も
の
で
す
。
 

●

国

民

健

康

 
口
舞
た
ル
I
 

保
 

険
（
』
診
導
L
ろ
 

本
年
度
の
予
算
額
は
三
億
六
千
百
万
 

五
千
円
で
す
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
加
入
者
の
み
 

な
さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
税
一
億
一
千
 

四
十
一
万
円
、
国
庫
支
出
金
一
億
九
千
 

三
百
二
十
万
四
千
円
で
、
歳
入
全
体
の
 

八
十
四
パ
ら
ノ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
一
億
九
千
 

二
百
六
十
三
万
四
千
円
、
老
人
保
健
拠
 

出
金
一
億
四
千
八
百
七
十
一
万
九
千
円
 

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
二
月
末
現
在
の
加
入
世
帯
数
 

は
千
百
五
十
七
世
帯
、
被
保
険
者
数
は
 

二
千
七
百
二
十
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
0
 

こ
の
特
別
会
計
は
、
地
域
改
善
対
策
 

60年度 各特別会計の予算状況 （単位】千円） 

× 
拙
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×
 

通
 

、 

収
 

町立病院事業会計 

478 , 998 (△1. 9%) 

上水道事業会計 

a15,704( 2.1%) 

資本的収入および支出 48,910(240%) 
収入10,369 ( .73.4%) 

支出19 , 094 (△55. 6%) 

業務予定 量 

●―般病床数 

】40床 

●年間入院患者 

のべ人数 

:20,440人 

．年間外来患者 

のべ人数 

】41 ,273人 

●給水戸数 

:3,300戸 

●年間総給水量 

】 778,400rn' 

●1日平均給水量 

】 2,132m 

特 別 会 計 予 算 額 対前年伸び率 

国民健簾保・険事業 

住裳新築資金等貸I踊 

361 ,005 

342,745 

L、 1.04 

25.06 

人 585,700 17.85 

事
業
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
、
対
象
 

地
域
住
民
の
居
住
環
境
の
整
備
改
善
を
 

は
か
る
制
度
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
 

す。 本
年
度
の
予
算
額
は
三
億
四
千
二
百
 

七
十
四
万
五
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
 

二
十
五
・
〇
六
バ
か
ト
の
増
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
公
債
費
の
増
や
、
貸
付
件
 

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。
 

本
年
度
の
予
算
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
 

ぞ
れ
五
億
八
千
五
百
七
十
万
円
で
、
対
 

年
度
十
七
・
八
五
パ
ジ
ト
の
伸
び
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
医
療
給
付
費
の
増
 

に
よ
る
も
の
で
す
。
 

歳
入
予
算
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基
 

金
交
付
金
四
億
一
千
七
万
五
千
円
。
歳
 

出
で
は
医
療
費
五
億
八
千
五
百
三
十
五
 

万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
二
月
末
日
の
被
保
険
者
数
は
 

八
百
八
十
七
人
で
七
十
歳
以
上
お
よ
び
 

寝
た
き
り
老
人
（
六
十
五
歳
ー
六
十
九
 

歳
）
の
方
が
該
当
し
て
い
ま
す
。
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3 月 定例 町 議会 

和
六
十
年
度
に
お
け
る
納
期
の
特
例
に
 

関
す
る
条
例
且
ェ
ハ
十
年
度
に
限
り
、
 

一 

期
分
の
納
期
を
五
月
三
十
一
日
ま
で
と
 

し
ま
し
た
。
 
こ
れ
は
、
六
十
年
度
が
三
 

年
毎
の
基
準
年
度
に
当
る
た
め
で
す
。
 

委

員

 の

選

任

 

〇
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
井
現
委
員
の
白
 

川
勝
慶
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
 

つ
い
て
・
現
委
員
の
高
林
晴
美
氏
が
再
 

任
さ
れ
ま
し
た
。
 

補 

正 

予 

算 

〇
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
1
今
ま
で
の
予
算
総
額
四
十
 

二
億
三
千
三
百
四
十
五
万
四
千
円
か
ら
、
 

二
億
九
百
四
十
二
万
円
を
減
額
補
正
し
 

総
額
四
十
億
二
千
四
百
一
二
万
四
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
道
路
橋
梁
費
が
次
年
度
 

着
工
に
な
っ
た
た
め
の
減
額
等
に
よ
る
 

も
の
で
す
。
 

〇
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 
？
退
職
 

者
医
療
制
度
の
新
設
に
伴
い
歳
人
の
財
 

源
が
国
庫
支
出
金
か
ら
療
養
給
付
費
交
 

付
金
に
変
っ
た
こ
と
に
よ
る
補
正
で
す
。
 

〇
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
子
算
）
常
福
地
区
配
水
管
 

布
設
工
事
等
の
工
事
費
八
百
八
十
二
万
 

四
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
補
正
予
算
H
」
医
療
費
の
増
額
 

に
よ
り
、
四
千
二
百
六
十
万
円
を
補
正
 

陳 

情 

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ 、：7 ▽ ▽ く7 ▽ 

昭
和
六
十
年
三
月
定
例
議
会
が
、
三
月
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
十
 

五
目
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

△ △ 

予
算
関
係
議
案
十
一
件
、
条
例
改
正
議
案
六
件
、
委
員
選
任
議
案
二
件
、
△
 

町
道
関
係
議
案
二
件
の
合
計
二
十
一
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
 

果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
請
願
三
件
、
報
告
一
件
、
陳
情
一
件
、
決
議
 

一
件
と
多
く
の
事
項
を
審
議
し
て
、
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

一
般
質
問
は
、
住
宅
使
用
料
お
よ
び
住
宅
新
築
資
金
等
に
お
け
る
長
期
 
△ △ △ △ zA 

滞
納
者
に
対
す
る
町
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
△
 

概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

△
 

当 

初 

予 

算 

〇
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
暫
 

定
予
算
 

〇
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
保
 

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

〇
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
資
 

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

〇
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
業
 

会
計
予
算
 

〇
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
業
 

特
別
会
計
予
算
 

〇
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
特
 

別
会
計
予
算
 

以
上
六
件
の
予
算
に
つ
い
て
は
二
・
 

三
面
に
掲
載
。
 

条
例
の
一
部
改
正
 

〇
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
 

て
‘
職
員
の
勤
務
時
間
が
、
六
十
年
四
 

月
一
日
よ
り
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
 

午
後
五
時
ま
で
と
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
土
曜
日
は
午
後
零
時
三
十
分
ま
 

で
で
す
。
 

) 

し
、
総
額
五
億
七
千
五
百
二
十
六
万
円
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
l
県
か
ら
の
振
興
資
金
（
貸
 

付
金
）
二
億
一
千
万
円
な
ど
が
追
加
補
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

町 

道 

〇
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
 

〇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
 

道
路
台
帳
の
整
備
に
伴
い
、
従
来
の
 

百
三
十
四
路
線
を
全
部
廃
止
し
、
新
し
 

く
調
査
し
た
百
九
十
四
路
線
を
全
部
認
 

定
し
ま
し
た
。
 

請 

願 

〇
失
業
者
高
齢
者
の
雇
用
対
策
の
充
実
 

を
も
と
め
、
失
業
対
策
諸
事
業
の
六
十
 

五
歳
強
制
線
引
き
首
切
り
に
反
対
す
る
 

請
願
ル
採
択
 

〇
児
童
手
当
の
抜
本
的
な
改
善
！
拡
充
 

を
も
と
め
る
請
願
＃
採
択
 

〇
原
爆
被
爆
者
援
護
法
即
時
制
定
の
促
 

進
決
議
、
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
願
 

孔
採
択
 

な
お
、
昨
年
の
十
二
月
定
例
町
議
会
 

に
提
出
さ
れ
、
総
務
委
員
会
で
継
続
審
 

議
さ
れ
て
い
た
 
「
赤
池
町
部
鉱
害
復
旧
 

に
関
す
る
請
願
」
は
引
き
続
き
総
務
委
 

員
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
、
 
一
月
臨
 

時
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
昭
和
六
十
年
 

度
保
育
関
係
赤
池
町
予
算
に
対
す
る
請
 

願
」
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
営
住
宅
家
賃
徴
収
条
例
の
 

部
を
改
正
す
る
条
例
‘
五
十
九
年
度
に
 

新
し
く
建
設
さ
れ
た
岩
屋
団
地
の
家
賃
 

を
一
万
二
千
五
百
円
と
定
め
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

＃
諸
物
価
の
値
上
り
に
よ
り
、
し
尿
処
 

理
手
数
料
が
、
三
十
六
リ
ッ
ト
ル
あ
た
 

り
三
百
円
だ
っ
た
も
の
を
三
百
二
十
円
 

に
、
郡
内
統
一
し
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

六
十
年
五
月
一
日
か
ら
変
り
ま
す
。
 

〇
赤
池
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
本
制
度
の
 

有
効
か
つ
円
滑
な
運
営
を
実
情
に
促
す
 

た
め
改
正
し
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
 

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
井
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
 

医
療
費
の
一
割
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
重
 

度
心
身
障
害
者
本
人
に
対
し
て
、
そ
の
 

負
担
を
本
制
度
に
よ
り
支
給
の
対
象
と
 

し
ま
し
た
。
 条 

例 

〇
赤
池
町
税
条
例
の
固
定
資
産
税
の
昭
 

〇
大
浦
団
地
集
会
所
並
び
に
公
園
設
置
 

に
関
す
る
陳
情
ル
審
議
の
結
果
、
産
建
 

委
員
会
に
付
託
さ
れ
継
続
審
議
に
な
り
 

ま
し
た
。
 決 

議 

〇
 
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
つ
い
 

て
の
要
望
決
議
井
議
員
提
案
さ
れ
、
決
 

議
さ
れ
ま
し
た
。
 

報 

告 

〇
昭
和
五
十
九
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
報
告
に
つ
い
て
孔
予
算
の
執
行
状
 

況
監
査
報
告
が
監
査
委
員
か
ら
な
さ
れ
 

適
切
で
あ
る
が
今
後
と
も
最
少
経
費
で
 

最
大
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
努
力
し
て
欲
 

し
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
 

般 

質 

間 

岡
長
期
に
わ
た
る
町
営
住
宅
使
用
料
の
 

滞
納
者
に
対
す
る
法
的
な
明
渡
し
請
求
 

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
：
・
。
 

岡
訴
訟
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

現
状
で
は
あ
る
が
、
滞
納
の
内
容
を
細
 

か
く
分
祈
し
、
議
会
と
協
議
し
な
が
ら
 

考
え
て
い
き
た
い
。
 

岡
住
宅
新
築
資
金
の
償
還
の
不
良
が
つ
 

づ
く
と
一
般
会
計
に
お
よ
ぼ
す
影
響
を
 

ど
う
考
え
る
か
。
 

固
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
自
治
 

体
が
資
金
を
貸
出
す
と
い
う
不
慣
れ
さ
 

か
ら
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
方
に
問
題
 

が
あ
っ
た
の
は
た
し
か
だ
。
制
度
の
存
 

続
に
ノ
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
 

も
な
り
細
か
く
分
析
し
対
処
し
た
い
。
 

一
 

赤池町長 

池永輝昭 

×
・
マ
マ
v
 

昭
和
六
十
年
代
の
地
方
行
政
は
 

社
会
情
勢
の
変
化
や
国
の
財
政
危
 

機
の
深
刻
化
の
影
響
で
、
な
お
 

層
多
く
の
試
練
を
余
儀
な
く
さ
れ
 

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

地
方
財
政
計
画
で
見
て
み
ま
す
 

と
、
伸
び
率
四
‘
六
ダ
ト
、
地
方
 

財
政
全
体
で
約
五
千
八
百
億
円
の
 

財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
 

が
、
こ
れ
は
国
庫
補
助
負
担
率
の
引
 

き
下
げ
に
伴
う
地
方
負
担
の
増
加
額
 

に
相
当
す
る
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
補
て
ん
処
置
と
し
て
、
地
方
交
 

付
税
に
特
例
加
算
や
建
設
地
方
債
や
 

調
整
債
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

今
年
度
の
地
方
財
政
対
策
は
、
国
 

庫
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ
問
題
に
 

集
中
し
た
わ
け
で
す
が
、
国
の
財
政
 

も
苦
し
い
の
で
応
分
の
負
担
を
と
言
 

う
の
な
ら
わ
か
り
ま
す
が
、
地
方
へ
 

の
補
助
金
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
臨
調
 

や
政
府
の
言
い
分
に
は
納
得
し
か
ね
 

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

j 

I 

町
の
自
主
的
な
行
財
政
運
営
が
可
能
 

と
な
る
よ
う
、
必
要
な
一
般
財
源
の
 

確
保
を
は
か
り
、
自
ら
の
努
力
と
T
 

夫
で
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
 

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

お
金
の
な
い
時
に
こ
そ
、
知
恵
を
 

出
し
、
汗
を
か
い
て
苦
し
み
を
分
担
 

す
る
尊
さ
を
知
る
絶
好
の
機
会
だ
と
 

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

緊
急
重
要
で
 

補
助
対
象
事
業
を
 

中
心
に
 

ま
た
、
事
業
面
に
お
き
ま
し
て
も
 

起
債
制
限
等
を
勘
案
し
、
緊
急
重
要
 

な
事
業
で
国
庫
補
助
対
象
お
よ
び
地
 

方
交
付
税
算
入
事
業
を
中
心
に
実
施
 

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

中
で
も
失
業
対
策
事
業
の
雇
用
安
 

定
と
充
実
、
地
方
改
善
事
業
の
期
限
 

切
れ
と
そ
の
対
策
、
地
域
コ
ミ
ュ
ー
 

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
集
会
所
 

等
の
建
設
は
、
最
大
の
努
力
を
い
た
 

し
ま
す
。
 

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
 

は
、
基
盤
整
備
を
急
ぎ
、
な
ん
と
か
 

そ
の
足
が
か
り
を
つ
く
り
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
鉱
害
復
旧
の
早
 

期
完
全
実
施
の
確
立
の
た
め
の
対
策
、
 

そ
し
て
雇
用
促
進
事
業
団
に
要
望
し
 

て
お
り
ま
す
勤
労
者
体
育
館
の
建
設
 

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
ぜ
ひ
実
施
し
 

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

補
助
金
の
力
ッ
ト
額
を
赤
池
町
で
 

五
十
九
年
度
ベ
ー
ス
で
試
算
す
る
と
 

約
四
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
 

国
は
こ
の
財
源
を
地
方
交
付
税
や
 

起
債
で
穴
埋
め
す
る
と
い
っ
て
お
り
 

ま
す
が
、
果
し
て
そ
の
財
源
確
保
が
 

あ
る
の
か
ど
う
か
疑
問
は
残
る
と
こ
 

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

極
め
て
 

困
難
な
状
況
下
の
 

暫
定
予
算
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
本
町
の
 

今
年
度
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
ま
 

ず
第
一
に
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
歳
入
欠
か
ん
が
多
 

大
で
あ
り
ま
す
。
第
二
に
、
補
助
負
 

担
率
の
引
き
下
げ
に
よ
る
、
補
助
金
 

力
ッ
ト
分
が
、
赤
池
町
唯
一
の
歳
入
 

一
般
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
に
今
 

後
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
見
込
 

み
が
た
た
な
い
と
い
っ
た
こ
と
、
第
 

三
に
、
県
の
財
政
援
助
が
見
込
ま
れ
 

て
い
る
の
で
、
こ
の
決
定
を
待
っ
て
 

今
後
の
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て
予
 

算
編
成
に
取
り
組
み
た
い
な
ど
、
昨
 

年
同
様
三
カ
月
間
の
暫
定
予
算
の
編
 

成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
 

中
で
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
生
活
関
 

連
施
設
の
整
備
等
、
住
民
福
祉
の
向
 

上
の
た
め
の
施
策
の
拡
充
を
は
か
ら
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
極
め
て
 

困
難
な
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
本
 

福
祉
対
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

で
き
る
か
ぎ
り
現
状
維
持
を
保
ち
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

幸
い
に
し
て
二
つ
の
社
会
福
祉
法
 

人
の
ご
尽
力
に
よ
り
ま
し
て
児
童
保
 

育
、
老
人
福
祉
、
身
障
者
介
護
等
々
 

の
事
業
の
推
進
が
な
さ
れ
、
感
謝
を
 

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
 

し
上
げ
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

今
年
は
地
方
行
革
の
年
で
も
あ
り
 

地
方
行
革
を
地
方
も
真
剣
に
と
ら
え
 

減
量
化
を
は
か
る
べ
き
こ
と
は
言
う
 

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
や
れ
 

る
こ
と
は
高
度
成
長
時
代
の
“
ぜ
い
 

肉
）
を
落
と
す
こ
と
で
も
あ
り
、
）
で
 

う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
そ
の
方
向
で
 

自
主
努
力
は
更
に
徹
底
い
た
し
ま
す
 

が
、
地
方
が
減
量
経
営
で
き
る
よ
う
 

な
条
件
を
国
や
県
が
整
え
る
こ
と
に
 

あ
り
ま
す
。
 

行
革
の
中
心
課
題
で
あ
る
行
政
の
 

守
備
範
囲
と
権
限
委
譲
の
検
討
等
を
 

国
に
強
く
働
き
か
け
て
事
務
事
業
の
 

全
般
に
わ
た
っ
て
地
方
行
革
を
考
え
 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

最
後
に
今
年
度
再
度
暫
定
予
算
と
 

い
つ
編
成
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
 

私
自
身
、
不
本
意
で
は
あ
り
ま
す
が
 

こ
れ
が
財
政
健
全
化
の
方
向
に
つ
な
 

が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
考
え
、
あ
え
 

て
暫
定
予
算
に
踏
み
切
っ
た
訳
で
あ
 

り
ま
す
。
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みんなの広場 

三
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
 

半
か
ら
赤
池
町
子
ど
も
会
育
成
 

連
絡
協
議
会
（
岩
城
辰
美
会
長
）
 

主
催
の
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
 

ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
親
と
子
ど
も
 

が
い
っ
し
ょ
に
走
り
回
っ
た
り
 

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
ス
 

ポ
ー
ッ
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
 

あ
い
を
強
め
よ
う
と
計
画
さ
れ
 

ト親子でジャンプ 楽しい1日を過したレクリエーション大会． 

寒
造
見
学
 

吟
行
記
続
 

水
上
幹
子
 

仕
込
み
で
は
一
日
目
初
添
、
 

次
の
日
に
中
添
、
三
日
目
に
菊
 

添
と
い
っ
て
酒
母
、
一
蒸
米
、
水
 

等
を
そ
れ
ぞ
れ
三
回
に
分
け
て
 

一
基
の
醒
に
す
る
道
程
を
理
解
 

す
る
。
 

一
度
に
入
れ
て
し
ま
う
 

と
発
酵
が
出
来
に
く
い
そ
う
で
 

あ
る
。
こ
こ
で
も
柄
振
で
混
ぜ
 

た
り
冷
水
を
通
し
た
管
で
冷
や
 

す
作
業
が
必
要
だ
と
か
。
 
一
基
 

の
タ
ン
ク
に
白
米
三
杯
分
の
酪
 

が
入
る
事
を
知
っ
て
溜
息
を
つ
 

く
。
留
添
か
ら
二
十
二
日
位
経
 

ち
し
ぼ
り
に
送
ら
れ
る
管
の
中
 

は
、
勢
い
よ
く
圧
搾
器
に
入
っ
 

て
い
く
醒
が
よ
く
見
え
る
。
酒
 

蔵
の
天
井
側
面
、
床
等
大
小
の
 

ビ
ニ
ー
ル
管
が
配
置
さ
れ
、
作
 

業
の
能
率
化
が
計
ら
れ
て
い
る
。
 

し
ば
ら
く
し
て
圧
搾
器
か
ら
 

流
れ
出
る
の
が
生
酒
で
あ
る
。
 

そ
れ
を
利
酒
と
し
て
頂
く
。
口
 

当
り
が
や
わ
ら
か
く
甘
く
お
い
 

し
い
。
 
お
互
い
の
顔
が
ほ
こ
ろ
 

ぶ。 ほ
と
ん
ど
機
械
化
さ
れ
た
と
 

は
い
え
、
複
雑
な
工
程
の
中
で
 

永
年
の
酒
造
り
の
勘
が
生
か
さ
 

れ
て
い
る
事
が
窺
わ
れ
る
。
 

た
も
の
で
す
。
 

約
二
百
五
十
人
の
親
子
が
参
加
、
総
 

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
町
民
会
館
、
同
会
館
 

前
駐
車
場
の
三
会
場
に
分
か
れ
て
、
サ
 

ッ
カ
ー
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
 

ル
を
楽
し
み
、
最
後
は
、
十
人
単
位
の
 

縄
と
び
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

昼
食
は
、
青
空
の
下
で
手
づ
く
り
の
 

弁
当
を
広
げ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
 

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
 

し
た
。
 

"
&
”
か
か
か
か
か
か
か
』
て
て
”
か
か
か
』
て
て
て
生
て
”
か
』
て
 

私にもできるボランティア 
手話の会『やまびこ』の 

みなさんが会員を募集 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
 

ー
プ
手
話
の
会
『
や
ま
 

び
こ
』
の
み
な
さ
ん
が
 

毎
週
木
曜
日
の
夜
、
同
 

和
対
策
中
央
研
修
所
で
 

手
話
の
講
習
を
続
け
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
手
話
の
会
は
、
 

三
年
前
に
赤
池
町
社
会
 

福
祉
協
議
会
が
手
話
の
 

講
習
会
を
開
い
た
と
き
 

参
加
し
た
数
人
の
み
な
 

さ
ん
が
、
そ
の
後
も
新
 

し
い
会
員
を
募
り
な
が
 

ら
活
動
を
続
け
て
い
る
 

も
の
で
、
現
在
で
は
小
学
校
一
年
生
か
 

ら
ニ
＋
歳
の
主
婦
ま
で
約
二
十
人
の
会
 

一
方
入
口
に
近
い
広
い
場
所
で
は
女
 

の
人
ば
か
り
で
瓶
詰
の
作
業
が
さ
れ
て
 

い
る
。
こ
の
三
、
四
月
頃
ま
で
の
短
期
 

間
発
表
す
る
「
し
ぼ
り
酒
」
を
流
れ
作
 

業
で
製
品
に
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
購
っ
て
 

帰
り
た
い
気
持
ち
に
か
ら
れ
る
。
 

ご
親
切
な
専
務
さ
ん
初
め
従
業
員
の
 

皆
さ
ん
に
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
＋
一
一
 

時
半
頃
帰
路
に
着
く
。
見
学
の
反
省
と
 

し
て
、
訪
ね
る
時
刻
が
少
し
遅
か
っ
た
 

た
め
、
ほ
と
ん
ど
作
業
が
終
っ
て
い
た
。
 

一
番
大
事
な
作
業
が
見
ら
れ
る
の
が
八
 

時
頃
で
あ
る
。
そ
の
頃
実
際
に
働
い
て
 

お
ら
れ
る
の
を
見
た
い
と
思
っ
た
。
 

百
基
ほ
ど
丈
余
タ
ン
ク
の
寒
造
 
素
子
 

喉
ご
し
の
利
酒
の
冷
え
」
つ
ま
か
り
し
 

昭
女
 

利
酒
に
ほ
て
り
し
頬
に
春
の
風
 喜

代
子
 

春
光
を
か
す
か
に
酒
蔵
の
明
り
と
り
 

陶
子
 

レ
4

レ
4

レ
4

レ
4

レ
4
 

同和教育講演会 

二
月
二
十
三
日
、
高
尾
同
 

和
対
策
集
会
所
で
部
落
解
放
 

同
盟
赤
池
連
絡
協
議
会
高
尾
 

支
部
（
小
松
利
道
支
部
長
）
 

、
王
催
の
同
和
教
育
講
演
会
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

講
師
に
北
九
州
市
同
和
教
 

育
指
導
員
の
前
田
紀
道
先
生
 

を
招
き
、
 

「
北
九
州
市
の
同
 

和
教
育
と
か
か
わ
っ
て
」
 
と
 

題
し
た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
 

【
て
 

戦
争
と
平
和
、
特
に
核
戦
 

鵬

珊

 
争
に
よ
る
地
球
絶
滅
の
世
界
 

・一
 

、
 

的
感
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
 

か
二
（
・
先
生
は
、
 

「
戦
争
ほ
ど
人
間
 

4
一」・ 

の
生
き
る
権
利
を
奪
う
手
段
 

・憎臓・ 

は
な
い
、
私
た
ち
は
そ
の
「
」
 

ホい，戸 

』
と
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
 

人
の
生
き
る
権
利
を
奪
う
部
落
差
別
に
 

生
き
て
き
た
私
た
ち
こ
そ
、
部
落
差
別
 

員
が
い
ま
す
。
 

古
い
会
員
が
先
生
に
な
り
、
手
話
の
 

手
ほ
ど
き
を
し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
 

い
と
楽
し
い
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

同
会
で
は
、
六
十
年
度
は
、
ろ
う
あ
 

者
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
映
画
を
 

見
た
り
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
っ
た
り
と
 

交
流
を
中
心
に
活
動
し
て
い
く
予
定
で
 

現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

希
望
者
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
 

松
久
美
子
さ
ん
（
曹
二
八
ー
四
六
四
六
）
 

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
希
望
す
る
人
が
あ
れ
ば
、
昼
 

間
の
講
座
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

酒
粕
を
土
産
に
も
ら
い
寒
造
 

幸
女
 

代
々
の
地
酒
と
し
て
の
寒
造
 

大
愚
 

尋
ね
当
て
明
治
の
構
え
寒
造
 

翠
人
 

こ
と
ご
と
く
機
械
化
さ
れ
て
寒
造
 幹

子
 

つ

れ

づ

れ

に

⑧

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

老
梅
の
古
武
士
然
た
リ
荒
れ
し
庭
 

節
分
や
ラ
ジ
オ
俳
談
選
句
聞
く
 

古
都
よ
り
の
宅
便
経
の
春
は
こ
ぶ
 

芸
達
者
早
春
の
舞
台
慰
問
舞
踊
 

枝
ぶ
り
の
よ
き
梅
生
け
し
茶
 

立
ち
止
ま
る
車
の
警
笛
冴
え
か
へ
る
 

旧
 

の
余
寒
の
廊
下
新
塗
装
 

郵
機
郵
り
替
え
新
装
春
ま
ぢ
か
 

い
い
だ
こ
 

た
な
 

立
ち
呑
み
の
飯
蛸
さ
か
な
寒
き
店
 

も
 

庭
手
入
れ
パ
ー
ト
ら
の
声
草
萌
ゆ
る
 

金
庫
に
入
っ
て
す
ぐ
赤
池
支
店
に
 

配
属
に
な
り
、
今
年
で
五
年
目
。
田
 

川
市
か
ら
通
勤
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

学
生
時
代
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
 

ル
部
に
所
属
、
野
や
山
を
歩
く
の
が
 

と
て
も
好
き
と
の
こ
と
。
 

「
精
林
的
に
も
肉
体
的
に
も
健
康
 

な
人
が
い
い
。
」
 
と
い
う
、
仕
事
を
 

て
き
ぱ
き
こ
な
す
し
っ
か
り
し
た
お
 

嬢
さ
ん
。
 

保
母
の
免
許
も
持
っ
て
お
り
、
子
 

ど
も
が
大
好
き
と
の
こ
と
。
 

ト前田紀道先生を講師に迎えて 

高尾支部の講演会． 

解
消
の
運
動
を
通
し
て
、
平
和
を
守
り
 

こ
の
世
の
中
か
ら
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
無
 

く
す
実
践
者
に
な
ろ
う
。
」
 
と
結
ば
れ
 

ま
し
た
。
 

講
演
の
後
み
ん
な
で
、
 

「
一
人
ひ
と
 

り
が
毎
日
の
生
活
、
地
域
活
動
で
学
び
 

合
い
、
話
し
合
い
、
町
内
の
多
く
の
人
 

び
と
と
協
力
し
、
運
動
の
輪
を
広
げ
よ
 

う
。
」
 
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
 

/
 

× 

手話の会「やまびこ」のみなさん ． 

ノ 

人
口
動
態
調
査
に
ご
協
力
を
 

鶏
 

一
」
よ
み
 

と
 

行
 

事
 

1
日
（
月
）
 

地
価
公
示
普
及
月
間
 

河
川
美
化
月
間
 

都
市
緑
化
推
進
運
動
 

4
日
（
木
）
 

四
保
育
所
入
園
式
 

( 10 

時
、
各
保
育
所
で
）
 

6
日
（
金
）
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

( 15 

日
ま
で
）
 

7
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
 10 

時
か
 

9
日
（
火
）
 

10 

日
（
水
）
 

11 

日
（
木
）
 

15 

日
（
月
）
 

29 

日
（
月
）
 

ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

世
界
保
健
デ
ー
 

上
野
・
市
場
小
学
校
入
 

学
式
（
 10 

時
か
ら
）
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
 13 

時
半
か
 

ら
 15 

時
ま
で
町
民
会
館
、
 

生
後
3

カ
月
ー
 18 

カ
月
）
 

赤
池
中
学
校
入
学
式
 

( 10 

時
か
ら
）
 

婦
人
週
間
（
 16 

日
ま
で
）
 

麻
し
ん
（
 13 

時
半
か
ら
 15 

時
ま
で
町
立
病
院
・
生
後
 

18 

カ
月
ー
 36 

カ
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
 10 

時
か
 

ら
 11 

時
半
ま
で
町
民
会
館
、
 

生
後
2

カ
月
ー
 12 

カ
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
 10 

時
か
 

ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

三
種
混
合
（
 13 

時
半
か
ら
 

15 

時
ま
で
町
民
会
館
・
生
 

後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
）
 

天
皇
誕
生
日
 

保
健
福
祉
の
向
上
に
 

役
立
た
せ
ま
す
 

厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査
を
毎
 

生
夫
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
 

皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
、
死
亡
、
死
産
、
 

婚
姻
、
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、
 

人
ロ
の
動
き
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
 

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
だ
け
は
、
 

そ
こ
に
職
」
莱
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
 

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
名
も
記
 

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

調
査
結
果
は
今
後
の
保
健
福
祉
の
 

向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計
資
 

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
 

国
勢
調
査
の
年
に
当
た
る
た
め
、
記
 

入
に
つ
い
て
ご
面
倒
を
か
け
ま
す
が
、
 

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

調
査
方
法
、
内
容
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

〈
調
査
期
間
〉
 

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
 

一
年
三
月
三
十
二
日
ま
で
の
一
年
間
。
 

〈
調
査
対
象
者
〉
 

出
生
・
死
亡
・
死
産
‘
婚
姻
・
離
 

婚
届
を
出
さ
れ
る
方
々
。
 

〈
調
査
方
法
〉
 

各
届
書
を
出
す
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
 

れ
職
業
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
 

 ノ 

す
。
職
」
菜
名
は
具
体
的
に
記
入
し
て
 

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
「
会
社
員
」
 
の
 

方
は
一
般
古
書
務
員
、
設
計
技
師
と
い
 

う
よ
う
に
、
「
工
員
」
の
方
は
製
鉄
工
、
 

自
動
（
車
整
備
士
と
い
う
よ
う
に
書
い
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
「
公
務
員
」
 

の
方
も
、
郵
便
外
＼
替
員
、
A
石
訂
事
務
 

員
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

ま
た
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設
 

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
産
業
名
 

も
併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
 

◇
 

役
場
住
民
福
祉
課
戸
籍
係
の
窓
口
 

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
九
血
加
え
付
け
て
あ
 

り
ま
す
の
で
、
象
ク
考
に
し
て
記
入
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

不
明
な
点
は
去
心
口
で
お
問
い
A
ロせ 

く
だ
さ
い
。
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エンゼルクイズ 

【第107回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 選挙管理委員会 

選挙管理委員会は、都道府県と市町村とに 

それぞれ置かれていて、いずれもロ人の委員 

によって構成されています。委員は、議会で 

選挙によって選ばれ、任期はロ年です。委員 

となる人の資格は、その職務の性格上、選挙 

権を有し、人格が高潔で政治や選挙について 

公正な識見を有することのほか、選挙犯罪で 

刑に処せられたことのない人とされています。 

また委員の中に2 人以上同一政党に属する人 

がいてはならないことになっています。 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ4 月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第106回の解答】 

住 所 20 歳 

【正解者】 

応募総数8 通のうち正解6 通。厳正な抽せ 

んの結果、次の方に図書券をお贈りします。 

ン員島栄美子（原田） 

ン窪田 道子（徳市団地） 

レ池田まゆみ（赤池736) （敬称略） 

× 

陶器まつり交通規制図 

月20日田12: 30-17: 00 

21日（日）9 :OO-17:00 

＝さJぎ 血／ 凡 例 

亡ニコー方通行 

駐車禁止 

駐車場 

窯 元 

ト112人の卒業生に大池校長から1人ひとり証書が授与されました‘ 

廿
保
険
料
を
前
納
す
る
と
 

国
民
年
 

割
引
き
さ
れ
ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
保
険
料
 

と
付
加
保
険
料
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
 

ず
れ
も
、
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
 

一
年
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

前
納
さ
れ
ま
す
と
、
納
め
忘
れ
な
ど
 

が
防
止
で
き
る
と
と
も
に
、
納
付
の
手
 

間
も
は
ぶ
け
、
そ
の
う
え
割
引
き
が
あ
 

る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。
 

ち
な
み
に
、
こ
の
四
月
か
ら
一
年
間
 

分
の
保
険
料
を
前
納
さ
れ
た
場
合
と
月
 

々
お
さ
め
ら
れ
た
場
合
と
の
比
較
は
表
 

の
と
お
り
で
す
。
 

な
お
、
四
月
に
前
納
す
る
場
合
に
か
 

ぎ
り
、
 

一
年
未
満
の
前
納
の
方
法
も
あ
 

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年
 

金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

4 月から一年分を前納した場合と月々納付した場合の比較 

納付区分 
月々納めた 

場 合 ⑧ 

前納 し た 

場 合 ⑧ 

額

⑧

 

引
 

割

⑧

 
定額保険料 

の み 

6,740円×12月 

80,880円 78,930円 1 ,950円 

定額保険料 
+ 

付加保険料 

7,140円×12月 

85,680円 83,610円 2,070円 

三
月
十
五
日
、
新
し
く
な
っ
た
赤
池
 

中
学
校
体
育
館
で
、
昭
和
五
十
九
年
度
 

の
第
三
十
七
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
 

た。 大
池
校
長
は
、
百
十
二
人
の
卒
業
生
 

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
、
 

「
自
己
を
よ
く
理
解
し
、
自
己
の
持
つ
 

個
性
、
能
力
を
十
分
に
生
か
し
、
常
に
 

学
ぶ
姿
勢
で
生
き
て
く
だ
さ
い
。
」
 
と
 

卒
業
生
に
激
励

e
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
池
永
町
長
は
、
 

「
君
た
ち
に
 

は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。
 
二
度
と
返
 

ら
ぬ
青
春
を
悔
い
の
な
い
よ
う
、
赤
池
 

中
学
校
の
卒
業
生
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
 

う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
」
 
と
祝
辞
を
 

述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
み
ん
な
で
“
巣
 

立
ち
の
歌
〈
を
合
唱
し
、
目
に
涙
し
な
 

が
ら
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
 

保険証の検認と更新の 

手続きはおすみですか 国民健康保険』 

由川こ直方バイパス 

ーヲf 

国
民
健
康
保
険
に
加
 

入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
 

ん
が
現
在
使
用
し
て
い
 

る
被
保
険
者
証
お
よ
び
 

退
職
被
保
険
者
等
証
明
 

書
の
有
効
期
限
は
、
 
60 

年
3
月
 31 

日
ま
で
で
す
。
 

検
認
お
よ
び
更
新
を
 

す
ま
せ
な
い
と
診
療
が
 

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

係
で
は
、
3
月
 26 

日
 

か
ら
検
認
お
よ
び
更
新
 

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
 

ま
す
が
、
ま
だ
手
続
き
 

を
す
ま
せ
て
い
な
い
方
 

は
、
早
目
に
お
い
で
く
 

だ
さ
い
。
 

〇
と
こ
ろ
 

役
場
住
民
 

福
祉
課
国
保
係
 

O
も
っ
て
く
る
も
の
 

①
被
保
険
者
証
②
退
職
証
明
書
③
印
か
ん
 

あ
な
た
の
土
地
は
 

ハ
ウ
・
マ
ッ
チ
？
 

地
価
公
示
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
 

ご
存
じ
で
す
か
 

地
備
公
示
 

地
価
公
示
と
は
、
み
な
さ
ん
が
土
地
 

を
売
買
す
る
際
の
目
安
（
指
ぎ
に
な
 

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
土
地
鑑
定
 

委
員
会
が
、
毎
年
全
国
の
標
準
的
な
土
 

地
を
選
ん
で
正
常
価
格
を
調
査
し
、
こ
 

れ
を
一
般
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
 

す。 つ
ま
り
、
売
り
手
に
も
買
い
手
に
も
 

片
寄
ら
な
い
価
格
（
正
常
価
格
）
を
知
 

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

役
場
で
 

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

地
価
公
示
価
格
は
、
今
年
は
四
月
一
一
 

日
の
官
報
で
公
示
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
 

の
県
庁
、
市
町
村
役
場
、
出
張
所
な
ど
 

I 

に
行
け
ば
だ
れ
で
も
簡
単
に
ご
覧
に
な
 

れ
ま
す
。
 

「
地
価
公
示
価
格
を
教
え
て
く
だ
さ
 

い」 

の
一
言
で
全
国
の
地
価
を
知
る
こ
 

と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

役
場
企
画
係
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
 

い。 

地
価
公
示
を
 

活
鶏
し
ま
し
ょ
 

地
価
公
示
価
格
を
知
れ
ば
、
土
地
を
 

売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
す
る
と
き
に
迷
 

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
価
公
示
価
 

格
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
正
し
い
地
価
の
 

“
モ
ノ
サ
シ
）
で
す
。
 
こ
れ
を
大
い
に
 

活
用
し
た
い
も
の
で
す
。
 

◇
 

◇
 

四
月
は
地
価
公
示
普
及
月
間
で
す
。
 

こ
の
月
問
中
に
は
、
社
団
法
人
・
日
本
 

不
動
産
鑑
定
協
会
が
、
県
庁
所
在
地
な
 

ど
で
土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無
 

料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
土
地
の
価
格
 

を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
 

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
 

う
か
。
 

（
注
）
土
地
鑑
定
委
員
会
の
委
員
は
、
 

衆
参
両
院
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

ー
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ん
ー
 

〇
税
金
は
納
め
ら
れ
ま
し
た
か
。
ま
だ
 

納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
 

納
め
ま
し
ょ
う
。
 

o
税
金
は
み
ん
な
の
医
療
費
に
使
わ
れ
 

る
大
切
な
お
金
で
す
。
 

o
社
会
保
険
な
ど
他
の
保
険
に
加
入
さ
 

x
・苫・“""x
・x
・vv
】・x
・】・【・【・““】・【・【・呂・vv
】小ママ苫・ソ×・x
・v
翌 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
ぼ
ん
か
ん
 20 

ぬ
、
お
菓
子
 10 

袋
廿
赤
 

池
町
職
労
O

王
子
5

』
 11 
長
尾
舞
踊
（
 

穎
田
町
）
〇
タ
バ
コ
臨
個
ー
日
本
専
売
 

公
社
田
川
営
業
所
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

〇
金
一
封
 
大
久
保
智
之
 

（
原
田
）
 

o
金
一
封
 
立
花
 
和
夫
 

（
皿
山
〕
 

月
 

カ
 

コJ 

2月末日住民登録 ・ 
（前月比） 

口 9,928( +3 ) 
月 4.713('  '- 4 ) 
女 5,215( +7 ) 
8数 3,291( +4 ) 

曹 4 ,q譲稽 J -;夢「ラユ---

【休館日】 1【演 芸】 
1日、 8日、15日 ！入館者へ自由に舞告を提供 

品昇入懇行日】 ~ しています。ご利用くださ 
休館日および祝祭日！，二ニーす，，ー．. 

【議霧，i ~i【悟臨欝~7日 
4月13日国 I 午前10時から 

午前11時から ~ 午後3時まで 

× 

 ノ 

れ
た
方
は
、
す
ぐ
届
け
出
を
。
 

o
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
方
（
他
保
険
な
 

ど
に
加
入
さ
れ
た
方
）
で
保
険
証
を
 

返
し
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
お
返
 

し
く
だ
さ
い
。
 

・vv
マ【・vx
・x
・【・“S
・マー・ソマx
占・マ“・“・x
占・マママ《・x
》x
中”ママvx
・
】
 

o
金
一
封
 
由
里
 
直
行
 

（
上
里
）
 

（
三
月
十
五
日
現
在
、
敬
称
略
〕
 

※
葬
儀
に
際
し
て
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
 

ら
れ
た
香
典
は
、
社
会
福
祉
事
業
発
展
 

の
た
め
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉
協
 

議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
厚
意
に
報
い
る
た
め
 

な
お
一
層
事
業
目
的
の
達
成
に
努
力
す
 

る
と
と
も
に
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
 

上
げ
ま
す
。
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畜
犬
登
録
お
よ
び
 

狂
犬
病
予
防
注
射
 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
畜
犬
登
録
と
狂
 

犬
病
予
防
注
射
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
 

れ
ま
す
の
で
、
生
後
九
十
一
日
以
上
の
 

飼
い
犬
は
も
れ
な
く
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
今
年
か
ら
、
 
一
年
間
免
疫
持
 

続
性
の
あ
る
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
使
用
 

さ
れ
ま
す
。
 

▽
料
金
 

一
頭
に
つ
き
 

〇
畜
犬
登
録
料
廿
2
、
1
0
0
円
 

〇
予
防
注
射
料
廿
1
、
7
5
0
円
 

合
計
3
、
8
5
0
円
 

4月17日休 4 月16日因 4 月15日（月） 日 

赤

池

町

役

場

 

赤

池

駅

前

公

園

 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

あ

か

い

け

前

 

高
尾
（
船
津
店
前
）
 

市

場

集

会

所

 

草

場

集

会

所

 

3

区

公

民

館

 

4
 
区

公

民

館

 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

場
 

所
 

13 
15・・ 
・・00 
00I 

10 
12‘・ 
一・00 
00l 

14 
15・・ 
・一15 
30I 

13 
14・・ 
・・00 
00i 

10 
12‘一 
・‘45 
001 

9 
10・・ 
・・30 
30I 

14 
15・・ 

‘・15 
30 

13 
14 一・ 

‘一00 
00i 

11 
12・・ 
・‘00 
00I 

9 
10・・ 
・・30 
45I 

時
 
間
 

※
最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に
対
す
 

る
苦
情
が
多
く
、
困
っ
て
い
ま
す
。
 

犬
を
飼
う
以
上
は
責
任
あ
る
飼
い
方
 

を
し
、
放
し
飼
い
な
ど
は
や
め
て
く
だ
 

さ
い
。
 

な
お
、
福
岡
県
動
物
保
護
管
理
条
例
 

に
よ
り
、
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に
 

な
っ
て
お
り
、
運
動
を
さ
せ
る
時
も
引
 

き
づ
な
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

違
法
犬
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
に
よ
 

り
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
 

で
、
飼
主
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

固
定
資
産
 

課
税
台
帳
の
縦
覧
 

地
方
税
法
改
正
の
手
続
き
が
国
会
で
 

遅
れ
て
い
る
た
め
、
六
十
年
度
に
限
り
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
よ
 

う
に
ー
カ
月
繰
り
延
べ
ま
す
。
 

▽
縦
覧
期
間
 

4
月
1

日
か
ら
4

月
 20
 

日
（
日
曜
日
は
除
く
）
 

▽
場
所
 
役
場
税
務
課
窓
口
 

▽
時
間
 

午
前
8
時
半
か
ら
午
後
5
時
 

ま
で
（
土
曜
日
は
 12 

時
半
ま
 

で） 

納
期
も
変
更
し
ま
す
 

固
定
資
産
税
の
第
一
期
分
納
期
は
、
 

昭
和
六
十
年
度
に
限
り
五
月
一
日
か
ら
 

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。
 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
 

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
 

次
の
と
お
り
電
話
級
ァ
マ
チ
ュ
ア
無
 

線
技
士
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
期
間
 

4
月
8

日
か
ら
5
月
 10 

日
ま
 

役場の勤務時臓が延長さ弘れます 

平霞は午後S時までに 

4 月1臼から下記のとおり役場の勤 

務時間が変更になります 

で
の
月
‘
水
・
金
曜
日
 

▽
時
間
 

18 

時
 30 

分
か
ら
 21 

時
 45 

分
ま
 

で
（
法
規
 90 

分
、
電
波
工
学
 90 

分） 

※
4

月
8

日
の
み
開
講
式
で
 17 

時
 30 

分
か
ら
（
受
付
 17 

時
か
ら
）
 

▽
場
所
 

田
川
市
千
代
町
 
田
川
中
央
 

公
民
館
講
堂
 

▽
申
し
込
み
先
 
熊
本
市
下
通
町
一
の
 

八
の
十
五
 

日
本
ァ
マ
チ
ュ
ァ
無
線
 

連
盟
九
州
地
方
事
務
局
へ
 

▽
申
し
込
み
書
の
い
る
方
は
、
F
 60 

ー
 

10 

の
管
理
者
柴
田
芳
さ
ん
へ
 

云
田
川
 42 

1
4
3
9
6

) 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

次
の
と
お
り
巡
回
交
通
事
故
相
談
が
 

午前B時30分からJ 

午後5時まで 

8時30分から 

411寺30分まで 

午前8時30分か‘ 

午後01瞬15分まで 

行
わ
れ
ま
す
。
相
談
時
間
は
い
ず
れ
も
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
 

〇
4
月
2

日
（
火
）
 

飯
塚
市
役
所
市
 

民
相
談
室
（
廿
2
2
1
5
5
0
0

) 

〇
4

月
 18 

日
（
木
）
 

直
方
市
役
所
市
 

民
相
談
室
（
廿
2
1
4
1
1
1

) 

〇
4
月
 22 

日
（
月
）
 

田
川
市
役
所
市
 

民
相
談
室
（
。
4
4
1
2
0
0
0

) 

な
お
、
県
庁
9
階
に
は
常
設
の
交
通
 

事
故
相
談
所
が
あ
り
ま
す
。
毎
週
木
曜
 

日
午
後
は
弁
護
士
相
談
を
受
け
付
け
て
 

い
ま
す
。
 

云
0
9
2
1
6
2
2
1
0
4
0
3
) 


